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9月号
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主な内容　p2-3地震に備えて　p4国保　p5年金　p6-9男女共同
参画講座、生涯学習講座、幼稚園入園案内、就学時健康診断、道路上
の樹木伐採　p10稲バラ　p16うまいもん　p17イナビト

表紙　江戸崎祇園祭の一コマで
す。田宿町の山車の迫力あるぶん
廻しの様子です。
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大
震
災
と
新
潟
県
中
越
地
震
で

は
震
度
７
と
い
う
強
烈
な
揺
れ

を
記
録
し
て
い
ま
す
。

大
切
な
の
は
日
ご
ろ
か
ら

の「
自
助
」「
共
助
」の
取
組 

自
然
災
害
か
ら
の
安
全
・
安
心

を
得
る
た
め
に
は
、
市
民
一
人

ひ
と
り
や
企
業
の
自
覚
に
根
ざ

し
た「
自
助
」、
地
域
の
多
様
な

主
体
に
よ
る「
共
助
」、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
「
公
助
」
の
連

携
が
必
要
で
す
。ま
ず
は
「
自

分
の
身
は
自
分
で
守
る
」「
近

く
の
人
同
士
お
互
い
に
助
け
合

う
」こ
と
が
重
要
で
す
。

身
の
回
り
の
安
全
確
認

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
亡
く
な

ら
れ
た
方
の
原
因
は
、
窒
息
死

や
圧
死
な
ど
家
具
の
転
倒
を
は

じ
め
と
す
る
建
物
の
被
害
に
よ

る
も
の
が
多
く
を
占
め
て
い
ま

す
。ま
た
、
避
難
の
際
に
は
ガ

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は
「
防
災
週
間
」
で
す

地
震
に
備
え
て
安
全
確
認
!!

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」、
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は「
防
災
週

間
」で
す
。日
本
は
、そ
の
自
然
条
件
か
ら
、風
水
害
、地
震
、火
山
噴

火
な
ど
様
々
な
災
害
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う

な
特
性
を
理
解
し
、
こ
の
期
間
に
家
具
の
固
定
や
わ
が
家
の
耐
震
化

な
ど
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
、
災
害
被
害
を
軽
く
す
る
取
組
を
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。

世
界
有
数
の
地
震
国
日
本

世
界
有
数
の
地
震
国
で
あ
る
日

本
は
、
地
震
に
よ
る
多
く
の
被

害
を
昔
か
ら
受
け
て
き
ま
し

た
。戦
後
最
大
の
被
害
を
も
た

ら
し
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災

（
１
９
９
５
年
１
月
）以
後
も
、
宮

城
県
北
部
地
震（
２
０
０
３
年
７

月
）、十
勝
沖
地
震（
２
０
０
３
年

10
月
）、
新
潟
県
中
越
地
震

（
２
０
０
４
年
10
月
）、
福
岡
県
西

方
沖
地
震
（
２
０
０
５
年
３
月
）

な
ど
大
き
な
地
震
は
全
国
各
地

で
発
生
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

震
度
４
以
上
の
地
震
も
毎
年
30

回
程
度
発
生
し
、
阪
神
・
淡
路

ラ
ス
の
飛
散
に
よ
り
素
早
い
行

動
が
で
き
な
か
っ
た
な
ど
の
支

障
が
あ
り
ま
し
た
。身
の
回
り

の
安
全
を
確
認
し
、
必
要
な
手

当
て
を
行
い
ま
し
ょ
う
。普
段

か
ら
の
小
さ
な
取
組
に
よ
り
、

災
害
に
よ
る
被
害
は
着
実
に
軽

く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

地
域
全
体
の
防
災
力
を
高

め
る
ま
ち
づ
く
り

自
治
会
な
ど
近
隣
の
人
々
と
協

力
し
て
、
災
害
時
の
安
否
の
確

認
方
法
、
救
助
の
体
制
な
ど
地

域
の
助
け
合
い
に
つ
い
て
お
互

い
に
話
し
合
い
、
地
域
全
体
の

防
災
力
を
高
め
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
ま
し
ょ
う
。 

　
災
害
か
ら
生
命
と
財
産
を
守

る
た
め
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に

十
分
に
力
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

日
ご
ろ
か
ら
防
災
に
対
す
る
意

識
を
も
つ
だ
け
で
な
く
、
災
害

に
対
す
る
具
体
的
な
「
備
え
」

家
の
内
外
の
危
険
箇
所
を

チ
ェ
ッ
ク

【
屋
内
】

・
家
の
中
に
、
家
具
の
な
い
安

全
な
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
。

・
寝
室
や
子
ど
も
、
高
齢
者
、

病
人
の
い
る
部
屋
に
は
倒
れ
そ

う
な
家
具
を
置
か
な
い
。

・
家
具
の
転
倒
や
落
下
を
防
止

す
る
対
策
を
と
る
。

・
出
入
り
口
や
通
路
に
は
物
を

置
か
な
い
。

【
屋
外
】

・
植
木
鉢
や
物
干
し
ざ
お
な

ど
、
落
下
の
危
険
性
が
あ
る
も

の
は
防
止
策
を
施
し
、
ベ
ラ
ン

ダ
か
ら
避
難
で
き
る
よ
う
常
に

整
理
整
頓
を
。

・
窓
ガ
ラ
ス
に
、
飛
散
防
止

フ
ィ
ル
ム
を
貼
っ
て
お
く
。

・
屋
根
瓦
の
チ
ェ
ッ
ク
を
。
ひ

び
割
れ
、
ず
れ
、
剥
が
れ
が
あ

る
ば
あ
い
は
修
繕
す
る
。

・
土
中
に
し
っ
か
り
と
し
た
基

礎
部
分
が
な
い
も
の
や
、
鉄
筋

が
入
っ
て
い
な
い
ブ
ロ
ッ
ク
塀

は
補
強
を
す
る
。

・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
の
ボ
ン
ベ
を

鎖
で
固
定
し
て
お
く
。

避
難
方
法
や
非
難
場
所
、
連

絡
方
法
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク

実
際
に
地
震
が
発
生
し
た
と
き

の
こ
と
を
想
定
し
て
、
各
自
で

す
べ
き
こ
と
や
避
難
方
法
や
非

難
ル
ー
ト
、
非
難
場
所
、
連
絡

方
法
な
ど
を
家
族
で
話
し
合
っ

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
ま
た
、
常
日
頃
か
ら
非
常
持

ち
出
し
品
の
チ
ェ
ッ
ク
や
防
災

用
具
な
ど
の
確
認
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

地区 名称 住所
江戸崎 江戸崎中学校 江戸崎甲2595
〃 江戸崎小学校 江戸崎甲3194
〃 君賀小学校 下君山1442-2
〃 沼里小学校 沼田2661-1
〃 鳩崎小学校 佐倉1356-1
〃 高田小学校 高田854
〃 君賀コミュニティセンター 下君山378
〃 沼里コミュニティセンター 蒲ケ山2452
〃 鳩崎コミュニティセンター 鳩崎1075-1
〃 高田コミュニティセンター 高田989-4
〃 江戸崎体育館 荒沼3-1
〃 江戸崎公民館 江戸崎甲2148-2
〃 江戸崎保健センター 江戸崎甲1990
〃 江戸崎福祉センター 江戸崎甲1992
新利根 新利根中学校 柴崎7139
〃 根本小学校 上根本3301
〃 柴崎小学校 柴崎229
〃 太田小学校 下太田59
〃 新利根農村環境改善センター 柴崎7417
〃 ふれあいセンター 伊佐津3239-1
〃 新利根いこいのプラザ 太田1002

に
着
手
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

地
震
に
強
い
家
に

住
ん
で
い
る
家
屋
の
耐
震
度
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、
シ

ロ
ア
リ
に
よ
る
被
害
な
ど
を
点

検
し
、
必
要
が
あ
れ
ば
修
理
し

ま
し
ょ
う
。

　
家
屋
の
耐
震
度
の
調
査
に
つ

い
て
は
、
市
が
無
料
で
行
っ
て

い
る
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派

遣
事
業
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

地区 名称 住所
桜川 桜川中学校 下馬渡770
〃 阿波小学校 阿波1240
〃 浮島小学校 浮島3650
〃 古渡小学校 古渡2166
〃 桜川幼稚園 古渡305
〃 桜川保育所 古渡297-1
〃 桜川総合運動公園体育館 柏木4-5
〃 桜川公民館 須賀津808
〃 桜川保健センター 須賀津809
東 東中学校 八千石77
〃 あずま南小学校 曲渕3-1
〃 あずま東小学校 佐原下手ロ-1
〃 新東小学校 本新218-10
〃 あずま北小学校 伊佐部1673
〃 あずま西小学校 福田1125
〃 みのり幼稚園 結佐2534-8
〃 ゆたか幼稚園 福田1169
〃 あずま生涯学習センター 佐原組新田1596
〃 東公民館 結佐2534
〃 東保健センター 佐原組新田1588

災害用伝言ダイヤル
「171」
災害時は一般の電話がつなが
りにくくなります。安否の確
認などには、ＮＴＴの災害用
伝言ダイヤルサービスを活用
しましょう。

伝言ダイヤルの使用法
□伝言を吹き込む
171→1→電話番号→伝言を
入れる（30秒以内）

□伝言を聞く
171→2→電話番号→伝言を
聞く（30秒以内）

※被災地の人は自宅の電話番
号を、被災地以外の人は被災
地の人の電話番号を（市外局

番から）

※

※

市内避難所一覧 問い合わせ：稲敷市生活環境課tel.029-892-2000（内線4404）

木造住宅耐震診断士派遣事業
受付期間：平成19年1月31日まで／対
象住宅：昭和56年5月31日以前に着工
された木造住宅／募集件数：50戸
問い合わせ：稲敷市都市計画課（東庁舎）

tel029-892-2000（内線5702）
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10月1日から国民健康保険が変わります

高額医療費の自己負担限度額が変わります。
同じ月内に、同一の医療機関に支払った自己負担額の合計が高額
になった場合、申請をして認められると、自己負担限度額を超え
た分は高額療養費として支給されます。今回の改正で下表のよう
に自己負担限度額が一部引き上げられます。
稲敷市保険課国民健康保険係（桜川庁舎）☎ 029-892-2000（内
線 4605・4608）

医療保険が改正され、医療費の自己負担などが変わります

▢高額医療費の自己負担限度額

国民年金の各種手続きは忘れずに

異動事項があっても手続きをせずにそのままにしておくと、年金
が受けられなくなったり、減額されることがあります。なお、会社
などでは国民年金に入ったり、やめたりする手続きは必ず自分で
行う必要があります。届出には年金手帳のほかに添付書類が必要
な場合があります。届出をするまえにご確認ください。
土浦社会保険事務所（土浦市下高津2-7-29）☎029-824-7121
稲敷市保険課年金係（桜川庁舎）☎029-892-2000（内線4609）

ライフスタイルが変わったら必ず届出を！

ここが知りたい！Ｑ＆Ａ

70
歳
未
満
の
者

区分 自己負担限度額
上位所得者

（月収56万円以上）
139,800円+（医療費−466,000円）
ｘ1%                     ＜77,700円＞

一般 72,300円+（医療費−241,000円）
ｘ1%                     ＜40,200円＞

低所得者
（住民税非課税） 35,400円               ＜24,600円＞

区分 自己負担限度額
上位所得者

（月収53万円以上）
150,000円+（医療費−500,000円）
ｘ1%                     ＜83,400円＞

一般 80,100円+（医療費−267,000円）
ｘ1%                     ＜44,400円＞

低所得者
（住民税非課税） 35,400円               ＜24,600円＞

注1：国民健康保険においては年間所得670万円以上 注2：国民健康保険においては年間所得600万円以上

70
歳
以
上
の
者

区分
自己負担限度額

外来（個人ごと） 入院＋外来（個人ごと）

現役並み所得者
（月収28万円以上、課
税所得145万円以上）

40,200円
72,300円+（医療費
-361,500円）ｘ1%
          ＜40,200円＞

一般 12,000円 40,200円

低所得者
（住民税非課税）

Ⅱ
8,000円

24,600円
Ⅰ 15,000円

区分
自己負担限度額

外来（個人ごと） 入院＋外来（個人ごと）

現役並み所得者
（月収28万円以上、課
税所得145万円以上）

44,400円
80,100円+（医療費
-267,000円）ｘ1%
         ＜44,400円＞

一般 12,000円 44,400円

低所得者
（住民税非課税）

Ⅱ
8,000円

24,600円
Ⅰ 15,000円

注3：年金収入65万円以下など 注4：年金収入80万円以下など

注1 注2

注3 注4

改
正
後

金額は1か月当たりの限度額。＜＞内の金額は、多数該当（過去12か月に3回以上高額療

養費の支給を受け4回目の支給に該当）の場合。

▢その他の改正内容
●出産一時金の変更
被保険者が出産したときに受けられる出産一時金の支給額
が、現行の30万円から35万円に引き上げられます。
●人工透析を要する上位所得者の自己負担限度額の変更
高額の治療を長期間継続して行う必要がある疾病の場合、1
か月の自己負担額は1万円までとされていましたが、慢性腎
不全で人工透析を要する上位所得者については、自己負担限
度額が1万円から2万円に引き上げられます。
●現役並みの所得がある人の自己負担限度額の変更
70歳以上または老人保健で診療を受ける人のうち、現役並
みの所得がある人は、医療機関に支払う自己負担割合が2割
から3割に引き上げられます。

●療養病床に入院する場合の食事・居住費の負担変更
療養病床に入院する70歳以上の人は、これまで食材料
費相当（月額24,000円）のみを負担していましたが、今回
の改正で食材料費＋調理代（月額42,000円）と居住費（月

額10,000円）を負担することになります。
※所得の低い人は負担が軽減されます。
●70歳以上または老人保健で医療を受ける人の所得判
定基準の変更（平成18年8月から）

所得に応じて自己負担割合などが異なります。そのうち
の現役並み所得者および低所得Ⅰの判定基準が変わりま
した。詳しくはお問い合わせください。

こんなとき どうする 届出先

国
民
年
金
に
入
る
・
や
め
る

20歳になった 国民年金の加入手続 第1号被保険者→保険課年金係・各総合窓口課
第3号被保険者→配偶者の勤務先

会社を退職した 国民年金の加入手続 保険課年金係、各総合窓口課
結婚・退職等で配偶者の扶養にな
った 第3号被保険者の種別変更手続 配偶者の勤務先

配偶者の扶養からはずれた 第3号被保険者から第1号被保
険者の種別変更手続 保険課年金係、各総合窓口課

配偶者が会社をかわった 引き続き第3号被保険者の手続 配偶者の新しい勤務先

年金手帳をなくした 再交付の手続 第１号被保険者→保険課年金係・各総合窓口課
第3号被保険者→社会保険事務所

保
険
料
を
納
め
る

口座振替を開始・停止の変更 口座振替納付（変更）申出書を提
出

銀行・郵便局・農協・漁協・信用金庫・信用組合・
労働金庫

納付書を紛失した 納付書再発行の申出 社会保険事務所
保険料を納めることが困難 免除申請の申出 保険課年金係・各総合窓口課
30歳未満で保険料を納めること
が困難 若年者納付猶予申請の申出 保険課年金係・各総合窓口課

学生で保険料を納めることが困難 学生納付特例申請の申出 保険課年金係・各総合窓口課

年
金
を
も
ら
う

65歳になった 老齢基礎年金の受給手続
第1号被保険者期間→保険課年金係・各総合窓
口課
第3号被保険者期間→社会保険事務所

障害になった 障害基礎年金の受給手続
初診日に第1号被保険者→保険課年金係
初診日に第3号被保険者→社会保険事務所
20歳前に障害になった→保険課年金係

死亡した 国民年金加入中→遺族基礎年
金・寡婦年金・死亡一時金 保険課年金係・各総合窓口課

年
金
を
増
や
す

定額以上の保険料を納めたい 付加保険料の申出　国民年金基
金に加入

保険課年金係・各総合窓口課
各都道府県の国民年金基金に申出

海外に居住する 任意加入申出
国内に協力者がいる→保険課年金係・各総合窓
口課
国内に協力者がいない→日本国民年金協会

60歳から65歳まで 任意加入申出 保険課年金係・各総合窓口課

第３号被保険者のあなたへ（特例届出）

もし、届出を忘れている場合、社会保険事務所へ届け出く
ださい。過去のすべての「届け忘れ期間（ただし、昭和61年4

月以降）」を「第3号被保険者期間」としてさかのぼって認め

る｢ 特例届出｣ が平成17年4月からスタートしています。
（まだ年金を受給していない方も、既に受給されている方も対象と

なります。）
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男
女
共
同
参
画
講
座

　
受
講
生
募
集

市
で
は
、
家
庭
や
職
場
・
地
域

で
、誰
も
が「
自
分
ら
し
く
」い

き
い
き
と
暮
ら
せ
る
社
会
を
目

指
し
て
、「
男
女
共
同
参
画
講

座
」を
開
催
し
ま
す
。

　
男
女
を
問
わ
ず
、
皆
さ
ん
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
申
込
：
９
月
25
日（
月
）ま
で

に
、必
要
事
項（
①
住
所
、②
氏
名
、

③
年
齢
、
④
電
話
番
号
）
を
明
記

し
て
、電
話
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、Ｅ

メ
ー
ル
、
は
が
き
で
お
申
込
く

だ
さ
い
。▽
募
集
：
30
名
▽
受

講
料
：
無
料

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
女
性
行

政
係
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０
（
内
線
２
４
０
３
）
／
FAX

０
２
９
︲
８
９
３
︲
０
３
８
８

「
水
辺
の
楽
校
」参
加
者
募
集

　
泳
げ
る
和
田
岬
を
取
り
戻
そ
う
！

市
で
は
生
涯
学
習
講
座
「
水
辺

の
楽
校
」
を
開
催
し
ま
す
。か

つ
て
は
「
夢
の
浮
島
」
と
し
て

湖
水
浴
を
楽
し
む
た
め
に
多
く

の
人
々
が
訪
れ
て
い
た
浮
島
の

和
田
岬
。現
在
は
水
質
の
悪
化

や
堤
防
の
増
加
な
ど
で
水
辺
と

ふ
れ
あ
う
機
会
が
少
な
く
な
り

ま
し
た
。講
座
で
は
環
境
を
取

り
戻
す
た
め
に
私
た
ち
が
何
を

し
た
ら
良
い
の
か
を
学
び
ま
す
。

▽
日
時
：
10
月
１
日（
日
）午
前

10
時
〜
正
午
▽
場
所
：
和
田
公

園（
雨
天
時
は
桜
川

公
民
館
）
▽
講

師
：
霞
ヶ
浦
環
境

科
学
セ
ン
タ
ー
・

ミ
ニ
講
座
講
師
▽

申
込
：
９
月
15
日

（
金
）ま
で
に
桜
川

公
民
館
ま
た
生
涯

学
習
課
へ
電
話
で

申
し
込
む
。
／
受

付
時
間
＝
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

（
公
民
館
は
月
曜
日

／
Ｅ
メ
ー
ルhisyokouchou 

@
city.inashiki.lg.jp

／
〒

３
０
０
︲
０
５
９
５
／
稲
敷
市

江
戸
崎
甲
３
２
７
７
番
地
１

休
館
）
▽
参
加
：
無
料
▽
募

集
：
40
名
▽
そ
の
他
：
開
催
に

つ
い
て
応
募
者
全
員
へ
通
知
し

ま
す
。参
加
者
多
数
の
場
合
は

抽
選
。少
数
の
場
合
は
中
止
。

●
桜
川
公
民
館
☎
０
２
９
︲
８

９
４
︲
２
９
８
１

●
生
涯
学
習
課（
新
利
根
庁
舎
）☎

０
２
９
７
︲
８
７
︲
３
４
３
９

市
立
幼
稚
園

　
来
年
度
の
入
園
児
募
集

※
申
込
者
が
多
数
と
な
っ
た
場

合
は
公
開
で
抽
選
を
し
ま
す
。

入
園
資
格

稲
敷
市
内
在
住
者

①
１
年
保
育（
５
歳
児
）＝
平
成

13
年
４
月
２
日
〜
14
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
幼
児

②
２
年
保
育（
４
歳
児
）＝
平
成

14
年
４
月
２
日
〜
15
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
幼
児

③
３
年
保
育（
３
歳
児
）＝
平
成

15
年
４
月
２
日
〜
16
年
４
月
１

日
に
生
ま
れ
た
幼
児

※
た
だ
し
、
江
戸
崎
幼
稚
園
は

１
・
２
年
保
育
の
み

※
集
団
生
活
す
る

に
あ
た
り
介
助
を

必
要
と
す
る
幼
児

は
、
保
護
者
の
付

き
添
い
を
お
願
い

し
ま
す
。

●
稲
敷
市
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課

（
新
利
根
庁
舎
）
☎

０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０
（
内

市
教
育
委
員
会
で
は
、
各
市
立

幼
稚
園
の
平
成
19
年
度
入
園
児

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法

申
込
書
（
各
幼
稚
園
、
学
校
教
育

課
ま
た
は
市
HP
か
ら
入
手
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
10
月
３

日（
火
）〜
13
日（
金
）（
※
平
日
の

み
）
に
各
幼
稚
園
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。面
接
後
、
入
園

者
を
決
定
し
ま
す
。

※
昨
年
度
は
、
募
集
案
内
と
申

請
書
を
対
象
児
童
の
家
庭
へ
郵

送
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
個

別
の
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
。

園名 住所 電話 通園範囲
江戸崎幼稚園 稲敷市江戸崎甲2740-2 029-892-2829 江戸崎、君賀、沼里、鳩崎、高田小学校区
新利根幼稚園 稲敷市上根本3301 0297-87-3177 根本、柴崎、太田小学校区
桜川幼稚園 稲敷市古渡305 029-894-2013 阿波、浮島、古渡小学校区
みのり幼稚園 稲敷市結佐2534-8 0299-78-2116 あずま南、あずま東、新東小学校区
ゆたか幼稚園 稲敷市福田1169 0299-79-1416 あずま北、あずま西小学校区

線
３
６
０
２
）

就
学
時
健
康
診
断

　
小
学
校
へ
入
学
す
る
お
子
さ
ん
へ

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19

年
度
小
学
校
入
学
児
を
対
象
に
、

就
学
時
健
康
診
断
を
行
い
ま
す
。

　
対
象
の
家
庭
に
は
、
通
知
を

９
月
下
旬
に
送
り
ま
す
の
で
、江戸崎小学校 10月13日（金）

君賀小学校 11月1日（水）

沼里小学校 10月16日（月）

鳩崎小学校 10月30日（月）

高田小学校 11月6日（月）

根本小学校 10月27日（金）

柴崎小学校 10月5日（木）

太田小学校 10月19日（木）

日程
阿波小学校 10月12日（木）

浮島小学校 10月23日（月）

古渡小学校 10月6日（金）

あずま南小学校 11月9日（木）

あずま東小学校 11月2日（木）

新東小学校 11月16日（木）

あずま北小学校 10月2日（月）

あずま西小学校 10月18日（水）

該
当
の
小
学
校
で

受
診
し
て
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
10
月
１

日
以
降
に
市
へ
転

入
さ
れ
た
方
や
、

転
出
予
定
の
方
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
該
当
者
：
来
年

小
学
校
に
入
学
す

る
お
子
さ
ん
（
平

成
12
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
13
年
４

月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
）

●
稲
敷
市
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課

（
新
利
根
庁
舎
）
☎

０
２
９
︲
８
９
２

︲
２
０
０
０
（
内

線
３
６
０
２
）

日程 内容 講師 会場
第1回 9月30日（土）

午後1時30分〜
3時30分

▽ 「男女共同参画ってなに？」
男女共同参画の基本的な知識を
学びます

渡辺七子氏（茨城大学地
域総合研究所客員研究
員）

市役所江戸崎
庁舎会議室

第2回 10月14日（土）
午後1時30分〜
3時30分

▽ 「男女共同参画ってなに？
女も語ろう、男も語ろう」意見
交換を通して身近な問題を男女
共同参画の視点で再考します

渡辺七子氏（茨城大学地
域総合研究所客員研究
員）

市役所江戸崎
庁舎会議室

第3回 11月12日（日）
午前10時30分〜
午後2時30分

女性プラザ主催講演会
▽ 「これからの社会を担う子
どもたちのためにできること」
▽ 「21世紀家族・社会の姿と
男女共同参画」

白石真澄氏（東洋大学教
授）
山田昌弘氏（東京学芸大
学教授）

茨城県女性プ
ラザ（行方市）

第4回 2月18日（日）
午後1時〜
4時10分

男女共同参画フォーラム
▽ 朗読劇 ▽ 講演「これからの
女と男のいい関係」 ▽ 意見交
換会

筑西市はらんきょうの会
樋口恵子氏（婦人高齢化
問題評論家）

江戸崎公民館
大集会室
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第
１
回
学
校
給
食
運
営
委
員
会
開
催

　
未
納
者
宅
訪
問
を
夏
休
み
に
実
施

７
月
10
日
、
本
年
度
の
第
１
回

学
校
給
食
運
営
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
４
月
に
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
な
ど
が
交
代
し
た
こ
と

に
よ
り
新
た
に
入
っ
た
６
名
の

方
へ
委
嘱
状
を
交
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
の
決
算
報
告
や

18
年
度
の
方
向
性
に
つ
い
て
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　
協
議
で
は
、
ま
ず
未
納
者
宅

訪
問
に
つ
い
て
引
き
続
き
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
、
早
速
、

夏
休
み
に
実
施
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。ま
た
、
新
た
な
未

納
者
の
発
生
を
出
さ
な
い
よ
う

早
め
の
対
応
や
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
「
各
便
り
」
な
ど
で
啓
蒙

を
図
っ
て
行
く
こ
と
も
話
し
合

わ
れ
ま
し
た
。

トピックス

児
童
手
当
の
申
請
は
お
済
で
す
か
？

　
９
月
30
日
ま
で
に
手
続
き
を
！

た
め
、
期
限
ま
で
に
請
求
等
の

手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
の
支
給

支
給
月
額

第
１
子
＝
５
０
０
０
円
、
第
２

子
＝
５
０
０
０
円
、
第
３
子
以

降
＝
１
万
円

支
払
時
期

年
３
回（
２
月
、６
月
、10
月
）

児
童
手
当
支
給
対
象
年
齢
が
小

学
校
６
年
生
ま
で
に
拡
大
、
合

わ
せ
て
所
得
制
限
も
引
き
上
げ

ら
れ
、
現
在
、
申
請
手
続
き
の

受
け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
制
度
改
正
に
伴
う
申
請
手
続

き
は
９
月
30
日
ま
で
受
け
付
け

た
も
の
に
限
り
４
月
１
日
（
ま

た
は
支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
る

認
定
請
求
の
手
続
き

各
庁
舎
の
総
合
窓
口
課
（
新
利

根
庁
舎
は
児
童
福
祉
課
）
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
土
日

祝
日
を
除
く
）

　
必
要
書
類
な
ど
詳
細
は
広
報

稲
敷
５
月
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
児
童
福
祉
課
（
新
利

根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲
８
７

︲
３
２
４
７

　
更
に
、
現
在
旧
４
地
区
の
給

食
内
容
が
異
な
っ
て
い
る
た
め
、

給
食
費
に
つ
い
て
も
差
が
あ
り
、

次
回
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、

可
能
な
範
囲
で
調
整
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

●
稲
敷
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課（
新
利
根
庁
舎
）☎
０
２
９-

８
９
２-

２
０
０
０
（
内
線
３
６

０
１
）

戦
没
者
等
遺
族
に
対
す
る

　
特
別
弔
慰
金
の
請
求
を
受
付

※
請
求
者
の
現
況
に
よ
っ
て
、

請
求
に
必
要
な
戸
籍
な
ど
の
書

類
が
複
数
必
要
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
請
求
手
続
き
後
、
国
債
が
市

へ
届
く
ま
で
に
１
年
程
度
の
期

間
を
要
し
ま
す
が
、
届
き
次
第

受
け
渡
し
日
時
な
ど
を
通
知
し

ま
す
。ま
た
、
過
年
度
分
に
つ

い
て
は
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ

れ
ま
す
。

●
稲
敷
市
社
会
福
祉
課
社
会
福

祉
係
（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内
線

３
２
０
６
）

対
象
者

戦
没
者
等
と
死
亡
当
時
に
生
計

関
係
の
あ
っ
た
遺
族
で
、
平
成

17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
公
務

扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
の
受

給
権
者
が
い
な
い
場
合
の
遺
族

お
一
人

請
求
期
限

平
成
20
年
３
月
31
日
ま
で

※
こ
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
請
求

で
き
ま
せ
ん
。

支
給
内
容

額
面
40
万
円
、
10
年
償
還
の
記

名
国
債

受
付
窓
口

市
役
所
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

（
新
利
根
庁
舎
は
社
会
福
祉
課
）

介
護
予
防
教
室

　
「
健
康
に
な
る
話
」10
月
14
日
開
催

▽
日
時
：
10
月
14
日（
土
）午
前

10
時
〜
11
時
30
分
▽
場
所
：
江

戸
崎
公
民
館
▽
申
込
：
10
月
６

日（
金
）ま
で
に
い
こ
い
の
プ
ラ

ザ
へ
電
話
で
申
込
む
。

●
稲
敷
市
い
こ
い
の
プ
ラ
ザ
☎

０
２
９
７
︲
６
３
︲
１
０
０
４

市
は
介
護
予
防
教
室
を
開
催
し

ま
す
。講
師
に
健
康
増
進
に
大

き
な
実
績
を
残
し
た
旧
大
洋
村

村
長
の
石
津
政
雄
氏
を
迎
え

「
健
康
に
な
る
話
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。送
迎
の

必
要
な
方
は
バ
ス
を
用
意
い
た

し
ま
す
。申
し
込
み
時
に
お
伝

え
く
だ
さ
い
。 人

権
擁
護
委
員
に

　
南
井
さ
ん
、林
崎
さ
ん
が
就
任

任
し
、
７
月
１
日
付
で
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
人
権
尊

重
思
想
の
普
及
活
動
や
人
権
相

談（
日
程
は
Ｐ
12
参
照
）、
人
権
被

害
救
済
の
た
め
の
活
動
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

●
稲
敷
市
人
権
同
和
対
策
室

（
新
利
根
庁
舎
）
☎
０
２
９
７
︲

８
７
︲
３
２
３
６（
直
通
）

人
権
擁
護
委
員
に
、
南
井
純
雄

さ
ん
と
林
崎
美
代
子
さ
ん
が
就

道
路
上
の
樹
木

　
伐
採
を
お
願
い
し
ま
す

は
、
土
地
の
所
有
者
の
皆
さ
ん

が
個
人
の
管
理
・
責
任
の
も
と
、

枝
払
・
伐
採
な
ど
の
処
置
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
茨
城
県
竜
ヶ
崎
土
木
事
務
所

（
管
理
課
）
☎
０
２
９
７
︲
６
５

︲
３
４
１
１

●
稲
敷
市
道
路
維
持
課
（
東
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
５
５
１
０
）

木
々
が
生
い
茂
る
時
期
と
な
り
、

沿
道
の
樹
木
が
歩
道
や
車
道
へ

と
張
り
出
し
、「
通
行
に
支
障

が
あ
る
」
と
利
用
者
か
ら
苦
情

が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
張
り
出
し
た
枝
な
ど
に
よ
り

事
故
が
起
こ
っ
た
場
合
は
、
樹

木
所
有
者
の
責
任
と
な
り
ま
す
。

　
道
路
上
へ
樹
木
や
倒
木
、
竹

林
な
ど
飛
び
出
し
て
い
る
場
合

県
民
手
帳

　
予
約
受
付

市
で
は
県
民
手
帳
な
ど
購
入
申

込
み
を
受
け
付
け
し
ま
す
。

▽
申
込
：
９
月
25
日（
月
）ま
で

に
企
画
課
ま
で
電
話
で
申
込
む
。

▽
受
渡
：
企
画
課
ま
た
は
各
庁

舎
総
合
窓
口
課
で
、
代
金
と
引

き
換
え
に
お
渡
し
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
企
画
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

６
４
９（
直
通
）

「茨城県民手帳」デスク版（14.9×21.0㎝） 900円
「茨城県民手帳」標準版（8.2×13.9㎝） 400円
「茨城県民手帳」ポケット版（7.0×12.0㎝） 300円
「農業日誌」B6判 （600項） 1,300円
「ファミリー日誌」B5判（340項） 1,300円
「新農家暦」A5判（88項） 340円

恩
給
欠
格
者
、引
揚
者
の
皆
様
へ

旧
軍
人
等
で
恩
給
等
を
受
け
て
い
な
い
恩
給
欠
格
者
の
方
（
遺

族
の
方
を
含
む
）、
終
戦
に
よ
り
本
邦
以
外
の
地
域
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
方
に
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
等
を
贈
呈
し
て

い
ま
す
。※
請
求
書
類
は
市
役
所
社
会
福
祉
課
に
あ
り
ま
す
。

●
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
／
☎
０
１
２
０
︲

２
３
４
︲
９
３
３
／
HPhttp://w

w
w

.heiw
a.go.jp

平成18年事業所・企業統計調査
調査期日は10月1日です。全国すべての事業所や企業が調
査の対象です。調査員が調査票を持って皆様の事業所をお訪
ねしますので、どうぞご協力をお願いします。調査員は「調査
員証」を必ず携行しています。
●総務省統計局・茨城県
●稲敷市企画課統計係tel.029-892-2649（直通）

南井純雄
（戸張）

林崎美代子
（桑山）



広報稲敷 平成18年9月号　1011　広報稲敷 平成18年9月号

内野手　背番号／ 25
生年月日／ 1974年5月17日
経歴／桐蔭学園高ー法政大ーヤクルト・
スワローズーオリックス・ブルーウェーブ
趣味／サッカー、ゴルフ

池田順一さん（上根本）と愛犬のボギ
ー（ドーベルマン／オス／ 12歳）です。

「散歩は1日3回。飼主の務めですね。」
●掲載希望の方は生活環境課 tel. 
029-892-2000（内線4400）まで

リ
ー
ド
を
離
さ
ず

　
楽
し
く
散
歩
！

稲敷バラエティー

や
マ
ナ
ー
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

犬
を
紐
で
繋
が
な
い
で
散
歩
さ

せ
る
こ
と
は
、
飼
い
主
の
完
全

な
る
マ
ナ
ー
違
反
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
紐
で
繋
い
で
い
た
と
し

て
も
周
辺
の
人
々
が
不
安
な
思

い
を
抱
く
よ
う
で
は
、
飼
い
主

と
し
て
犬
の
飼
い
方
を
改
善
し

な
く
て
な
り
ま
せ
ん
。

今
後
、
公
園
内
を
犬
の
散
歩
禁

止
区
域
に
す
る
こ
と
は
出
来
ま

せ
ん
が
、
茨
城
県
動
物
指
導
セ

ン
タ
ー
な
ど
と
も
連
携
し
て
飼

い
主
の
マ
ナ
ー
向
上
を
喚
起
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

※
先
月
号
か
ら
始
ま
っ
た
左
の

コ
ー
ナ
ー
も
マ
ナ
ー
向
上
を
目

的
と
し
て
始
め
た
も
の
で
す
。

▪
市
民
か
ら
の
ご
意
見

子
供
用
の
公
園
に
犬
を
散
歩
さ

せ
に
来
る
人
が
い
ま
す
が
、
子

供
た
ち
が
怖
が
っ
て
泣
い
て
逃

げ
る
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
園
を
犬
の
散
歩
禁

止
区
域
に
で
き
な
い
で
す
か
。

▪
市
長
か
ら
の
回
答

市
で
は
、
老
若
男
女
誰
も
が
気

軽
に
利
用
で
き
る
憩
い
の
場
と

し
て
、
公
園
の
整
備
活
用
を
図

っ
て
い
ま
す
。し
か
し
、
公
の

場
で
あ
る
以
上
一
定
の
ル
ー
ル

市
長
へ
の
手
紙
か
ら（
抜
粋
）

市
民
の
声
に

　
　
答
え
ま
す

ー
野
球
の
魅
力
っ
て
？

一
言
で
い
う
と
達
成
感
か
な
。

何
か
を
成
し
遂
げ
た
と
き
に
得

ら
れ
る
達
成
感
が
好
き
で
。で

も
そ
れ
っ
て
一
瞬
な
ん
だ
よ
ね
。

何
で
も
そ
う
な
ん
だ
ろ
う
け
ど
、

自
分
に
と
っ
て
は
、
た
ま
た
ま

そ
れ
が
野
球
だ
っ
た
。だ
か
ら

こ
れ
か
ら
も
野
球
に
は
一
生
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
る
。

形
は
変
わ
っ
て（
選
手
と
し
て
で

は
な
く
、指
導
者
と
し
て
）も
ね
。

ー
全
国
大
会
へ
の
抱
負

優
勝
！
っ
て
昨
年
な
ら
言
え
た

ん
だ
け
ど
…
。今
は
ク
ラ
ブ
チ

ー
ム
の
レ
ベ
ル
が
全
体
的
に
上

が
っ
て
き
て
て
、
あ
ま
り
先
を

見
す
ぎ
て
も
つ
ま
ず
い
ち
ゃ
い

そ
う
だ
か
ら
、
目
の
前
に
あ
る

も
の
に
全
力
投
球
。１
試
合
１

試
合
確
実
に
勝
っ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。

ー
市
民
へ
一
言

ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ
は
、
後

援
会
の
支
援
や
地
元
の
方
々
の

毎
月
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
ー
ル
ズ

の
選
手
を
一
人
ず
つ
紹
介
し
ま

す
。紹
介
し
て
ほ
し
い
選
手
や

聞
き
た
い
事
な
ど
、
リ
ク
エ
ス

ト
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

と
常
々
感
じ
て
い
ま
す
。選
手

に
と
っ
て
は
そ
れ
が
何
よ
り
の

支
え
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。み
な
さ
ん
の
期
待

に
こ
た
え
ら
れ
る
よ
う
、
頑
張

り
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
未
熟
な
取
材
に
、

「
頼
り
な
い
な
ぁ
（
笑
）。コ
レ

ほ
ん
と
に
記
事
に
な
る
の
？
大

丈
夫
？
」
と
心
配
す
る
副
島
選

手
。
…
…
ほ
ら
、
な
ん
と
か
な

り
ま
し
た
よ
！
（
編
）

選手とファンとの
キャッチボール②

副
そえじま

島 孔
こう

太
た

あ
た
た
か

い
応
援
が

あ
っ
て
成

り
立
っ
て

い
る
の
だ

副
島
孔
太
選
手
サ
イ
ン
色

紙
を
３
名
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

▽
応
募
方
法
／
は
が
き
に

必
要
事
項（
①
住
所
②
氏
名

③
電
話
番
号
）を
明
記
し
ご

応
募
く
だ
さ
い
▽
応
募
先

／
〒
３
０
０
︲
０
５
９
５

広
報
稲
敷
「
Ｇ
Ｇ
プ
レ
ゼ

ン
ト
⑨
」
係
▽
締
切
／
９

月
18
日
消
印
有
効
▽
当
選

者
に
は
通
知
し
ま
す

を
発
行
し
て
い
ま
す
。併
せ
て
、

こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た
不
動
産

登
記
簿
の
閲
覧
制
度
は
廃
止
さ

れ
、
新
た
な
制
度
と
し
て
「
登

記
事
項
要
約
書
」
を
発
行
し
て

い
ま
す
。

　
な
お
、
公
図
等
の
閲
覧
お
よ

び
商
業
・
法
人
登
記
に
つ
い
て

は
、
従
来
と
同
じ
で
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。

●
水
戸
地
方
法
務
局
竜
ヶ
崎
支

局
☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
０
２

２
５県

立
農
業
大
学
校

学
生
募
集

学
科　
募
集
人
員
：
農
学
科
20

名
、
畜
産
学
科
10
名
、
経
営
情

報
学
科
10
名
、
果
樹
園
芸
学
科

10
名
、
野
菜
園
芸
学
科
20
名
、

花
き
園
芸
学
科
10
名
／
受
験
資

格
：
高
校
等
卒
業
者
（
19
年
３

月
卒
業
・
修
了
見
込
み
者
含
み
）

／
願
書
受
付
：
推
薦
＝
10
月
２

日（
月
）〜
17
日（
火
）、一
般（
前

期
）
＝
12
月
18
日
（
月
）
〜
19
年

１
月
17
日
（
水
）、
一
般
（
後
期
）

＝
19
年
２
月
７
日（
水
）〜
２
月

26
日
（
月
）
／
試
験
日
：
推
薦

＝
10
月
27
日（
金
）、一
般（
前
期
）

＝
19
年
１
月
31
日（
水
）、
一
般

（
後
期
）＝
19
年
３
月
６
日（
火
）

informationくらしと情報

時
30
分
〜
３
時
30
分
／
会
場
：

江
戸
崎
公
民
館
／
内
容
：
演
題

＝
自
然
災
害
対
策
に
つ
い
て
、

講
師
＝
江
戸
崎
消
防
署
員
／
定

員
：
１
０
０
名

●
稲
敷
市
江
戸
崎
地
区
区
長
会

事
務
局
（
稲
敷
市
役
所
総
務
課
庶

務
係
）
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
２
０
９
）

江
戸
崎
保
育
園
地
域
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
開
設

９
月
よ
り
、
江
戸
崎
保
育
園
で

は
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

を
開
設
し
ま
す
。子
育
て
の
支

援
活
動
や
園
庭
開
放
、
一
時
保

育
を
行
い
ま
す
。

園
庭
開
放
日
時
：
火
、木
曜
日・

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
／
支
援

活
動
：
12
ペ
ー
ジ
参
照

●
江
戸
崎
保
育
園
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
２
６
７
０

不
動
産
登
記
事
務
が
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
し
た

水
戸
地
方
法
務
局
竜
ヶ
崎
支
局

で
は
、
8
月
14
日
か
ら
管
轄
区

域
の
不
動
産
（
土
地
・
建
物
）
の

登
記
事
務
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で

処
理
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ

り
、
従
来
の
登
記
簿
謄
抄
本
に

代
わ
っ
て「
登
記
事
項
証
明
書
」

脳
卒
中
予
防
講
演
会

茨
城
県
の
脳
卒
中
患
者
死
亡
比

は
全
国
の
上
位
に
位
置
し
て
い

ま
す
。竜
ヶ
崎
保
健
所
で
は
、

脳
卒
中
の
発
症
を
予
防
す
る
た

め
、
脳
卒
中
に
対
す
る
正
し
い

知
識
の
普
及･

啓
発
を
目
的
と

し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
10
月
５
日（
木
）午
後
１

時
45
分
〜
３
時
30
分
／
場
所
：

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
／
演
題
：

脳
卒
中
を
予
防
す
る
に
は
／
講

師
：
新
谷
周
三
氏（
取
手
協
同
病

院
副
院
長
）
／
定
員
：
１
０
０

人
／
締
切
：
９
月
25
日（
月
）

●
竜
ヶ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
２
１
７

２
防
災
講
演
会

稲
敷
市
江
戸
崎
地
区
区
長
会
で

は
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
防
災

意
識
の
高
揚
と
自
主
防
災
活
動

の
推
進
を
目
的
に
防
災
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。入
場
は
無
料

で
す
。お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え

お
気
軽
に
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
：
９
月
30
日（
土
）午
後
１

平
成
18
年
４
月
１
日
以
降
出
た

場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。助
成

金
は
併
せ
て
２
人
目
ま
で
支
給

さ
れ
ま
す
。

育
児
休
業
：
１
人
目
＝
１
０
０

万
円
、
２
人
目
＝
60
万
円
／
短

時
間
勤
務
：
１
人
目
＝
60
万
〜

１
０
０
万
円
（
利
用
期
間
に
応

じ
）、２
人
目
＝
20
万
〜
60
万
円

（
利
用
期
間
に
応
じ
）

●
茨
城
労
働
局
雇
用
均
等
室
☎

０
２
９
︲
２
２
４
︲
６
２
８
８

●（
財
）21
世
紀
職
業
財
団
茨
城

事
務
所
☎
０
２
９
︲
２
２
６
︲

２
４
１
３

労
働
委
員
会
の
個
別
的
労

使
紛
争
解
決
サ
ー
ビ
ス

茨
城
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
者
個
人
（
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
や

派
遣
社
員
の
方
を
含
む
）
と
使
用

者
と
の
間
の
、
労
働
関
係
の
紛

争
解
決
を
目
的
と
す
る
「
個
別

的
労
使
紛
争
解
決
サ
ー
ビ
ス
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。県
内
に
所

在
す
る
事
業
所
の
労
働
者
ま
た

は
使
用
者
の
方
が
申
請
で
き
ま

す
。費
用
は
無
料
で
す
。

●
茨
城
県
労
働
委
員
会
事
務
局

（
水
戸
市
笠
原
町
９
７
８
︲
６
県
庁

舎
23
階
）
☎
０
２
９
︲
３
０
１

︲
５
５
６
３

案内

an

研
究
科　
募
集
人
員
：
10
名
／

受
験
資
格
：
農
業
系
短
大
卒
以

上
／
願
書
受
付
：
10
月
２
日

（
月
）〜
17
日（
火
）
／
試
験
日
： 

10
月
27
日（
金
）

●
茨
城
県
立
農
業
大
学
校
入
試

事
務
局
（
東
茨
城
郡
茨
城
町
長
岡

４
０
７
０
︲
１
８
６
）
☎
０
２
９

︲
２
９
２
︲
０
０
１
０

全
国
一
斉

無
料
成
年
後
見
相
談
会

社
団
法
人
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー

で
は
、
成
年
後
見
制
度
の
有
効

な
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
無

料
相
談
会
を
全
国
一
斉
に
開
催

し
ま
す
。前
日
ま
で
に
電
話
で

予
約
く
だ
さ
い
。

日
時
：
９
月
16
日（
土
）午
後
１

時
〜
４
時
／
会
場
：
つ
く
ば
市

商
工
会
桜
支
所（
つ
く
ば
市
東
岡

４
４
１
︲
１
）

●（
社
）成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
リ

ー
ガ
ル
サ
ポ
ー
ト
茨
城
支
部
☎

０
２
９
︲
３
０
２
︲
３
１
６
６

中
小
企
業

子
育
て
支
援
助
成
金

従
業
員
１
０
０
人
以
下
の
中
小

企
業
事
業
主
に
対
し
て
、
過
去

初
め
て
の
育
児
休
業
取
得
者
ま

た
は
短
時
間
勤
務
適
用
者
が
、



広報稲敷 平成18年9月号　1213　広報稲敷 平成18年9月号

▪休日診療当番医
９月３日（日） 竹尾医院（河内）tel.0297-86-2436
 かたやま耳鼻咽喉科（阿見）tel.029-887-3349
 横田医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0047
 野村医院（龍ケ崎）tel.0297-62-6561
９月10日（日） 江戸崎眼科医院（佐倉）tel.029-892-0262
 河合内科医院（阿見）tel.029-843-3301
 福岡小児科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-3245
 いがらしクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0936
９月17日（日） 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
 湯原病院（阿見）tel.029-887-0310
 吉澤胃腸科医院（龍ケ崎）tel.0297-66-0977
 西新道外科医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0855
９月18日（月） いなしきクリニック( 蒲ケ山)tel.029-892-3372
 さかえ医院（阿見）tel.029-888-2662
 細井クリニック（龍ケ崎）tel.0297-66-2000
 牛尾病院（龍ケ崎）tel.0297-66-6111
９月23日（土） 坂本医院（桑山）tel.029-892-2232
 美浦中央病院（美浦）tel.029-885-3551
 兼子内科循環器科（龍ケ崎）tel.0297-64-3105
 いしかわクリニック（龍ケ崎）tel.0297-62-0378
９月24日（日） 鈴木クリニック（沼田）tel.029-892-3640
 宮崎こどもクリニック（阿見）tel.029-891-3000
 池田病院（龍ケ崎）tel.0297-64-1152
 竜ケ崎医院（龍ケ崎）tel.0297-62-0550
診療時間：午前9時から午後4時まで／都合により変更にな
る場合がありますので、確認してからお出かけください。
▪交通事故相談
日時：10月18日（水）・午前10時から午後3時まで／会場：
茨城県稲敷合同庁舎
●県南地方交通事故相談所tel.029-823-1123

▪法律相談・心配ごと相談・行政相談・人権相談
月日  相談種類 会場
9月7日（木） 　、　、　 ふれあいセンター
9月14日（木） 　、　、　 江戸崎公民館
9月19日（火） 　　　  江戸崎庁舎
9月20日（水） 　  桜川庁舎（本庁舎）

9月21日（木） 　、　、　 桜川庁舎（本庁舎）

9月28日（木） 　、　、　 東庁舎（分庁舎）

時間：　、　、　＝午後１時30分〜４時／　＝午後1時〜4
時
　　法律相談　法律問題の相談に弁護士がお答えします。
電話でご予約ください。9月11日（月）・午前8時30分か
ら受付。定員は各会場6名です。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　心配ごと相談　日常生活の諸問題について相談に応じ
ます。電話でご予約ください。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
　　行政相談　行政に関する相談を受け付けます。直接ご
来場ください。
●稲敷市総務課tel.029-892-2000（内線2209）

　　人権相談　人権に関する相談に、人権擁護委員などが
お答えします。
●稲敷市人権同和対策室tel.029-892-2000（内線3300）

informationくらしと情報 informationくらしと情報

稲敷市地域交流スペース
特別養護老人ホーム水郷荘３階　tel.0299-79-2319
教室名 日時
陶芸教室（予約制） 火・木曜＝午後1時〜
 日曜＝午前9時〜
料理教室 9月25日（月） 午前10時〜
リハビリ体操教室 9月25日（月） 午後１時〜
太極拳教室 9月13日（水） 午後1時30分〜
生花教室 9月21日（木） 午後1時30分〜
手話愛好会 9月15日（金） 午後7時〜
カラオケ教室 火・土曜 午後１時30分〜
絵手紙教室 9月27日（水） 午後1時30分〜
梅さんの落語会 9月11日（月） 午前10時30分〜
囲碁教室 月曜 午後１時〜
仏教講話 9月22日（金） 午前10時30分〜 

発生件数：33（203）
　負傷者：38（253）
　　死者：1（6）
※7月1日〜31日
かっこ内は年累計

市の人口（常住人口） 交通事故件数

総人口：49,050人（-77）
　　男：24,289人（-37）
　　女：24,761人（-40）
世帯数：14,962戸（-25）
※8月1日現在。かっこは前月比

▪稲敷地域小児救急医療輪番制
お子様の休日･夜間の急な病気に対応するための小児科医に
よる小児救急輪番制です。土曜日は行っていません。また、9
月以降祝日の対応もなくなります。
曜日 診療時間 医療機関名
月 午後６時〜９時 牛久愛和総合病院①
火 午後６時〜９時 東京医科大学霞ケ浦病院②
水 午後６時〜９時 牛久愛和総合病院①
木 午後６時〜９時 龍ケ崎済生会病院③
金 午後６時〜９時 東京医科大学霞ケ浦病院②
日 午前９時〜正午 東京医科大学霞ケ浦病院②
〃 正午〜午後３時 龍ケ崎済生会病院③
①tel.029-873-3111②tel.029-887-1161
③tel.0297-63-7111
※担当の小児科医がやむを得ない事情により、臨時休診する
場合がありますので、あらかじめ受診先に診療の可否につい
て電話などで確認してください。
▪茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の際に、看護師のアドバイスが受けられま
す。平日の午後６時30分〜午後10時30分利用可能。
プッシュ回線の固定電話から＝tel. 局番なしの＃8000
非プッシュ回線の固定電話・携帯電話・公衆電話から＝tel.0
29-254-9900
▪茨城県救急医療情報システム
休日や夜間に受診可能な医療機関が探せます。毎日24時間
対応。
救急医療情報コントロールセンター＝tel.029-241-4199
救急医療情報システム＝ホームページhttp://www.qq.pref.
ibaraki.jp/ 、携帯サイトhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
▪いなしき健康相談
医師が医療相談などに、24時間年中無休でお答えします。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

9月はありません。
犬猫引取 9月の納税
手数料：2,000円（一匹）／場
所：江戸崎庁舎第2駐車場奥
／日時：9月7日（木）午後2
時10分〜30分
●稲敷市生活環境課
tel.029-894-2327（直通）

▪教育相談
教育相談員が、お子さんに関する相談に応じます。
日時：毎週火、水、木曜日・午前9時〜午後5時／場所：新利根庁
舎教育相談室／相談形式：電話相談、来室相談
●稲敷市教育委員会教育相談室tel.0297-87-0121（直通）

▪家庭教育相談
専門の相談員が、子育てに関する悩みにお答えします。
日時：9月7日（木）、21日（木）・午前10時〜午後4時／場所：各
公民館・生涯学習センター／申込：要予約（会場含め）

●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てサロン
就学前のお子さんとその保護者を対象に開催します。
日程：9月7日（木）桜川地区児童クラブ室（古渡小内）、21日（木）

江戸崎体育館／時間：午前10時〜正午
●稲敷市教育委員会生涯学習課tel.0297-87-3439（直通）

▪子育てカレンダー
□子育て支援センター　場所：新利根つばさ保育園（21日は江戸崎

保育園と合同、現地集合）

　9月5日（火） 体操遊び講座（2歳〜）  定員15組
　9月7日（木） 育児講座・りすちゃん広場（0歳〜） 定員12組
　9月12日（火） サロンの日・相談日（読み聞かせ） 定員なし
　9月13日（水） うさちゃん広場（1〜2歳）  定員15組
　9月20日（水） 看護師による健康講話（0歳〜） 定員10組
　9月21日（木） お散歩に行こう（桜川総合運動公園） 定員なし
　9月27日（水） くまちゃん広場（2歳〜）  定員15組
　9月29日（金） サロンの日・相談日（読み聞かせ） 定員なし
●新利根つばさ保育園tel.090-2210-7355
□子育て支援センター　場所：江戸崎保育園（21日は新利根つばさ

保育園と合同、現地集合）

　9月13日（水） はじめまして会   定員なし
　9月21日（木） お散歩に行こう（桜川総合運動公園） 定員なし
　9月29日（金） サロンの日   定員なし
●江戸崎保育園tel.029-892-2670
□ふれあい広場　場所：江戸崎第二保育所
　9月7日（木） リズムで遊ぼう（手遊び他）  定員30組
●江戸崎第二保育所tel.029-892-4094
□あそびのひろば　場所：桜川保育所
　9月20日（水） 親子エアロビクス  定員30組
●桜川保育所tel.029-894-3703
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25-b

4-a4-b

1

７
月
８
日
、
江
戸
崎
公
民
館
で
防
犯
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
、

江
戸
崎
地
区
区
長
会
（
根
本
春
吉
会
長
）

が
主
催
し
て
開
催
し
た
も
の
で
、
管
内

の
犯
罪
の
傾
向
や
詐
欺
な
ど
の
被
害
対

策
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

4
夢
列
車
再
出
発

茨
城
GG
監
督
の
萩
本
欽
一
さ
ん
が
、
７

月
23
日
、
球
団
再
出
発
の
報
告
に
桜
川

総
合
運
動
公
園
野
球
場
を
訪
れ
、
約

１
５
０
０
人
も
の
市
民
が
出
迎
え
ま
し

た
。グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
髙
城
市
長
と
黒

田
後
援
会
長
か
ら
、
寄
せ
ら
れ
た
約

1
万
人
あ
ま
り
の
署
名
を
欽
ち
ゃ
ん
へ

手
渡
し
ま
し
た
。欽
ち
ゃ
ん
は
「
も
う

一
度
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
ら
れ
た
の
は

稲
敷
の
人
た
ち
の
お
か
げ
」
な
ど
と
市

民
に
向
け
て
宣
言
し
、
会
場
か
ら
は
大

き
な
拍
手
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

5
欽
ち
ゃ
ん
劇
団
特
別
講
座

あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
と
江
戸
崎

公
民
館
で
、
欽
ち
ゃ
ん
劇
団
の
お
笑
い

講
座
が
７
月
30
日
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
講
座
は
市
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
笑
遊
の
郷
」（
写
真5-c

）
が
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
運
営
に
あ
た
り
ま
し
た
。当
日

は
約
１
１
０
０
人
が
欽
ち
ゃ
ん
と
欽
ち

ゃ
ん
劇
団
が
繰
り
広
げ
る
お
笑
い
ラ
イ

ブ
を
堪
能
し
ま
し
た
。

で・き・ご・と
7-8月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）
5-c

5-a

1
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
で
活
躍

南
ア
フ
リ
カ
で
７
月
に
行
わ
れ
た
ト
ラ

ン
ポ
リ
ン
の
世
界
大
会
「
イ
ン
ド
パ
シ

フ
ィ
ッ
ク
大
会
」
に
出
場
し
た
江
戸
崎

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
所
属
の
３
人
が
、
７

月
21
日
大
会
結
果
の
報
告
に
市
役
所
を

訪
れ
ま
し
た
。大
会
で
は
沼
里
小
学
校

６
年
生
で
11
〜
12
歳
の
部
に
出
場
し
た

白し
ら
糠ぬ
か

遼り
ょ
うく
ん（
写
真
右
）が
シ
ン
ク
ロ
１

位
・
個
人
３
位
に
。同
じ
く
白
糠
慧け
い

く

ん
（
写
真
中
央
）
が
シ
ン
ク
ロ
２
位
・
個

人
５
位
。東
中
学
校
１
年
生
で
13
〜
14

歳
の
部
に
出
場
し
た
大
谷
龍
太
郎
く
ん

（
写
真
左
）
が
シ
ン
ク
ロ
３
位
・
個
人
８

位
と
見
事
な
成
績
を
飾
り
ま
し
た
。

2
あ
ん
ば
囃
子
保
存
会
表
彰

こ
の
ほ
ど
、
あ
ん
ば
囃
子
保
存
会
（
会

長
：
富
澤
富
生
さ
ん
（
阿
波
））
へ
県
教
育

功
績
者
表
彰
が
送
ら
れ
ま
し
た
。会
で

は
、
地
域
の
伝
統
文
化
を
受
け
継
い
で

ほ
し
い
と
約
30
年
前
か
ら
阿
波
小
学
校

で
お
囃
子
の
指
導
を
行
っ
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
県
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
催
し
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。会

長
の
富
沢
さ
ん
は
、「
地
域
の
伝
統
文

化
を
次
の
世
代
に
引
き
継
げ
る
よ
う
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
。」

と
受
賞
の
喜
び
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

3
区
長
会
で
防
犯
講
演
会
開
催

23 写真提供：阿波小学校
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鮒
ふな

彦
ひこ

・稲敷店
電話：tel.0299-78-2715
住所：稲敷市境島435番地（国道51

号線新東小歩道橋そば）

営業：午前10時〜午後8時（食事＝

午前11時〜午後2時、午後5時〜8時）

定休：木曜日（※8/28〜31臨時休業）

第5回　伊
い
藤
とう

美
よし

夫
お
・直

なお
木

き
さん

プロフィール
伊藤美夫さん（右）

江戸崎スポーツクラブ・監督。名
古屋市出身。東京経済大学体操部
卒。昭和60年に江戸崎スポーツ
クラブを創業。現在、（社）日本ト
ランポリン協会理事。東日本トラ
ンポリン協会理事長。57歳
伊藤直木さん（左）

江戸崎スポーツクラブ代表兼コー
チ。江戸崎高等学校、日本体育大
学卒。トランポリン選手としては、
平成11年東日本大会の個人で優
勝、1994年世界年齢別大会の個人
で第3位・シンクロで優勝など活躍。
現在、筑波大学院でスポーツ科学
を専攻中。日本オリンピック委員
会強化スタッフも務める。32歳
●江戸崎スポーツクラブ／稲敷市
沼里2593番地10／tel.029-892- 
2196

今月は、トランポリン教室「江戸崎
スポーツクラブ」を運営している伊
藤美夫・直木さん親子です。これま
で世界レベルの選手を多数輩出して
いる実力のあるクラブです。

☆
■トランポリン始めた理由は？
美夫　中学の時はオリンピックを目
指すほどの体操好きな少年でした。
大人になって体操はあきらめました
が、就職した美浦トレセンで、従業
員を対象に趣味でトランポリンを行
ったところ好評だったため、クラブ
創設を思い立ちました。
直木　トランポリンは父の影響では

じめました。小さいときから環境は
バッチリ整ってましたので。そのお
かげで数々の大会で優秀な成績を納
めることができました。この仕事を
選んだのは、子どもたちの指導に携
わりたいという気持ちと、選手とし
ても活動したいとの思いがあり、そ
れが両立できる仕事だからです。
■強い選手を輩出できる秘訣は？
美夫　トランポリンの基本から見直
した全く新しいトレーニングを行っ
ています。200からなる基本動作
を一つ一つ習得させるんです。基本
が重要ですね。あとはやはり情熱か
な？他のコーチに負けたくないとい

う気持ちが大きいですね。
直木　他のチームにない発想で練習
に取り組んでいます。いままでの常
識からみると一見突飛なことでも、
理屈が正しければどんどんチャレン
ジします。それがいいんじゃないか
と思います。
■今後の目標を教えてください
美夫　我々のクラブ出身選手が北京
オリンピックを目指してがんばって
います。そんな選手をどんどん育て
ていきたいですね。
直木　勝ち負けだけでなく、トラン
ポリンを通じて人間的にも成長でき
るようなクラブにしたいです。

稲 敷 で 生 き る 人 々

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー

美
容
と
健
康
の
源
は
「
う
ま
い

も
ん
」
で
す
ね
。今
日
は
う
な

ぎ
の
焼
き
に
挑
戦
す
る
ぞ
〜
！

お
店
紹
介

今
月
は
「
鮒
彦
・
稲
敷
店
」（
境

島
）
に
お
じ
ゃ
ま
し
ま
し
た
。

鮒
彦
は
明
治
27
年
、
佃
煮
屋
と

し
て
東
京
で
創
業
。１
０
０
年

以
上
の
歴
史
を
持
つ
老
舗
の
お

店
で
す
。こ
こ
稲
敷
店
は
今
か

ら
15
年
ほ
ど
前
、
国
道
51
号
バ

イ
パ
ス
開
通
に
合
わ
せ
て
オ
ー

プレゼント
鮒彦・稲敷店から読者の方10名に

「お食事券（1500円分）」をプレゼ
ント！！奮ってご応募ください。

▽応募方法：はがきに必要事項（①

郵便番号、②住所、③氏名、④年齢、⑤電

話番号、⑥お薦めの市内のお店、⑦広報稲

敷の感想）を書いてご応募ください。
▽応募先：〒300-0595 ／広報稲敷

「うまいもんプレゼント⑨」係▽締
切：9月15日（金）消印有効。▽注意：
応募は一人一通／当選者には通知　
■レポーターも募集中です！！！！

わ
が
故
郷
の
味
、

　
　
発
見
の
旅
へ　
14
回

大人気のひつまぶし。３つの味を楽しんでください。

これぞ水郷の味！はぜ、わかさぎ、え
びなどが入った佃煮の詰め合せ。

蒸したうなぎを秘伝のたれで手早く焼
きます。加減がむずかしいです！

プ
ン
し
ま
し
た
。現
在
の
店
主

は
４
代
目
の
藤ふ

じ

森も
り

宏こ
う

治じ

さ
ん
。

佃
煮
と
う
な
ぎ
の
お
店
と
し

て
、
市
内
は
も
ち
ろ
ん
遠
方
か

ら
来
る
お
客
さ
ん
も
多
い
そ
う

で
す
。

お
勧
め
の
料
理
は
？

ひ
つ
ま
ぶ
し
が
お
店
の
看
板
メ

ニ
ュ
ー
。細
か
く
刻
ん
だ
う
な

ぎ
と
、
の
り
、
大
葉
、
ワ
サ
ビ
、

ネ
ギ
、
ゴ
マ
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
が

絶
妙
で
す
。①
そ
の
ま
ま
食
べ

る
、
②
薬
味
と
合
わ
せ
る
、
③

お
茶
漬
け
と
３
つ
の
味
が
楽
し

め
ま
す
。ま
た
、佃
煮
は
、水
産

庁
長
官
賞
な
ど
数
々
の
賞
を
受

賞
し
た
郷
土
の
味
で
す
。ぜ
ひ

味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

皆さまのご来店を、心よりお待ちして
おります。

桜
さくらい

井順
より

子
こ

さん
（須賀津）
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粗しょう症予防などに効果があると言
われます。
　毎日の生活の中に取り入れる工夫を
してみましょう。

ウォーキング大会

市では11月3日に「ウォーキング大
会」を予定しています。ふれあいセン
ター周辺を散策します。
日時：11月3日（金）午前10時〜／場
所：ふれあいセンター周辺（2km また

は5km コース）／申込：10月31日（火）

までにふれあいセンターへ電話または
来所して申込む。
●稲敷市健康増進課健康増進係（ふれ

あいセンター）tel.0297-87-6111

精神保健
内容：こころの健康、悩み、病気についてご相談ください。／申込：予約制。会場へ申込む。
10月3日（火） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 江戸崎保健センター 要予約
10月27日（金） こころの健康相談 午後1時30分〜3時30分 ふれあいセンター 要予約
10月27日（金） こころのリハビリ 午前10時〜11時30分 ふれあいセンター 要申込

乳幼児予防接種
申込：予約制。会場へ申込む。10月実施分は9月20日（水）から受付け。
10月4日（水） 三種混合 午後1時30分〜2時 東保健センター 要予約
10月5日（木） 麻しん風しん混合 午後1時10分〜1時40分 ふれあいセンター 要予約
10月10日（火） ポリオ 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約
10月16日（月） 三種混合 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約
10月19日（木） 麻しん風しん混合 午後1時30分〜2時 東保健センター 要予約
10月20日（金） ポリオ 午後1時10分〜1時40分 江戸崎保健センター 要予約
10月23日（月） ポリオ 午後1時30分〜2時 桜川保健センター 要予約
10月26日（木） BCG 午後1時30分〜2時 東保健センター 要予約

相談
内容：健康に関する悩みや疑問に、保健師がお答えします。お気軽にご相談ください。
10月10日（火） 住民健康相談 午前10時〜11時 桜川保健センター 直接来所

検診
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。／申込：不要。大腸がん検診は事前に申込みが必要です。
受付：午前10時〜11時、午後1時30分〜2時30分
10月11日（水） 地区健診 午前＝清水新田団地センター 午後＝町田集落センター
10月12日（木） 地区健診 午前＝市崎集落センター 午後＝幸田集落センター
10月13日（金） 地区健診 午前＝第1区田園都市センター 午後＝伊左部田園都市センター
10月16日（月） 地区健診 午前＝結佐集落センター 午後＝阿波崎集落センター
10月17日（火） 地区健診 午前＝西代集落センター 午後＝本新婦人ホーム
10月18日（水） 地区健診 午前＝東保健センター 午後＝東保健センター
10月30日（月） 地区健診 午前＝桜川保健センター 午後＝馬渡地区防災センター
10月31日（火） 地区健診 午前＝いなしき青年の家 午後＝いなしき青年の家
11月1日（水） 地区健診 午前＝戸前集落センター 午後＝浮島中央集落センター
11月2日（木） 地区健診 午前＝四箇地区防災センター 午後＝神宮寺集落センター

検診（予約）
詳しくは「保健行事予定表」を参考にしてください。／申込：会場へ予約ください。
予約期間＝10月10日（火）〜13日（金）　東保健センター
11月20日（月）〜11月24日（金）※23日を除く 婦人科検診 

献血
血液が不足しています。皆さまのご協力お願いします。
10月4日（水） 午前9時30分〜正午＝新利根庁舎 午後1時30分〜3時30分＝下太田工業団地（メタルテック（株））

 ●ふれあいセンター tel.0297-87-6111
 ●江戸崎保健センター tel.029-840-5170
 ●桜川保健センター tel.029-894-3909
 ●東保健センター tel.0299-80-4500

保健センター

9月はがん征圧月間です

昨年のがんによる死者は全国で約32
万6000人。死亡原因のトップは、男
性は肺がん、女性は大腸がんでした。
　予防には一次予防として「生活習慣
の改善」があげられます。日本対がん

協会では、がんを防ぐ12か条として、
バランスのとれた食生活、お酒はほど
ほどに、たばこはすわない、適度な運
動などを勧めています。
　二次予防としては「検診」が効果的
です。検診によって早期発見、早期治
療することによって、がんは克服でき
る病気になりました。
　9月から各地区で行う市の検診でも

「肺がん検診」「大腸がん検診」といっ
た検診が受けられます。地区検診は毎
年受けているが、がん検診は受けたこ
とがない方はこの機会にぜひ受けてみ
てはいかがでしょうか。

ウォーキングのポイント

歩幅を広めに

手を大きく
振る

歩数・消費
エネルギーを

チェック
（歩数計活用）

歩きやすい
服装と靴

かかとから着地

軽く汗を
かく速度で

ウォーキングで健康づくり

9月は健康増進普及月間です
健康づくりのために運動は欠かすこと
ができません。「最近、体を動かす機会
が少なくなった」「ウエストのサイズ
が気になる」「生活習慣病が心配」など、
そんな方にお薦めの運動がウォーキン
グです。
　ウォーキングは、老化防止、肥満予
防、ストレス解消、生活習慣病予防、骨

心拍数の図り方
手首の脈に人差し指と中指と薬指をそ
ろえて軽くあて、15秒間測りその数
を4倍します。

適切な心拍数
運動が終わって軽く息が弾む程度を目
安に！
20代：112〜130 ／分
30代：108〜125 ／分
40代：104〜120 ／分
50代：100〜115 ／分
60代：96〜110 ／分
70代：92〜105 ／分
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スポーツ

ピラティス参加者募集

ピラティスとは、ヨガやバレエなどを
取り入れたストレッチ運動で、体のバ
ランスを整え理想的な身体をつくる運
動です。
▽日時：10月5日から11月30日ま
での毎週木曜日、全8回（11月2日除

く）、午後7時30分〜8時30分▽場
所：江戸崎体育館サブアリーナ▽参加
費：2,000円（教室初日に徴収）▽申込：
江戸崎体育館に電話で申し込む。受け
付けは9月13日（水）〜▽定員：40名
●江戸崎体育館tel.029-892-8661

ラージボール卓球参加者募集

ラージボール卓球とは、卓球用のボー
ルよりちょっと大きい直径44mm の
ボールを使って行うシニアの方でも楽
しめるスポーツです。初心者を対象と
した教室です。
▽日時：9月30日〜10月28日、毎週

土曜日、午後7時〜9時▽場所：新利
根総合運動公園体育館A コート▽申
込：9月11日（月）から生涯学習課へ
電話で申し込む▽定員：20名程度
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利

根庁舎）tel.0297-87-3439

リトルシニア野球選手権結果

第34回日本リトルシニア野球選手権
大会が8月に神宮球場（東京）で行われ
ました。大会へは濱田貴文くん（桜中）、
金子雄哉くん（桜中）、小林力也くん（江

中）、飯島圭人くん（江中）の4名が加入
している「竜ヶ崎リトルシニアチーム」
が茨城県の代表として出場。結果は2
回戦で戸塚チーム（神奈川）に2-5で破
れましたが、見事ベスト16入りを果
たしました。（写真1）

スポ少軟式野球県大会結果

「高円宮賜杯第26回全日本学童軟式

野球大会兼第28回全国スポーツ少年
団軟式野球大会茨城県大会」が、6月
と7月に水戸市民球場で開催され、各
ブロックを勝ち抜いた32チームが参
加。激戦の中、市内の「桜川ツインズ」
が見事3位入賞に輝きました。桜川ツ
インズは県代表として、8月に山梨県
甲府市で開催される第29回関東学童
軟式野球大会に出場します。（写真2）

東地区ソフトボール大会結果

▽優勝：市崎ドジャース▽準優勝：西
部インパルス▽3位：レッドリボン軍
▽敢闘賞：ワイルドドックス

東地区社会人バレー大会結果

▽優勝：R
リ バ ー レ
ivale ▽準優勝：ISABU ▽3

位：B
ベ リ ー ズ
ERRYS 、阿波崎

●稲敷市教育委員会生涯学習課
　社会体育係（新利根庁舎）tel.0297-87-3439（直通）
　江戸崎総合運動公園tel.029-892-8661（直通）
　桜川総合運動公園tel.029-894-3600（直通）

 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-4110
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより

図書カレンダー 9月

 日 月 火 水 木 金 土
      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28 29 30

■市立図書館休館日：■
■江戸崎図書室：毎週月曜日、9
月19日、23日、9月25日〜10
月2日休室
■新利根・桜川図書室：毎週月曜
日、9月1日〜14日、19日、23
日休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
５時、※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

新着図書
「日本人の遺訓」桶谷秀昭、「苦難の乗
り越え方」江原啓之、「祝言」平岩弓枝、

「ブスの瞳に恋してる2」鈴木おさむ、
「タイヨウのうた」天川彩、「ウルトラ・
ダラー」手嶋龍一、「デモナータ」ダレ
ン・シャン、「Tunami をこえて」アチ
ェ・フォトジャーナル、「やがて翔く日
のために」広瀬久美子、「和田裕美の運
命の仕事に出会う本」和田裕美、「素敵
なインテリアの基本レッスン」主婦の
友社、「いちばんわかりやすい＊ソー
イングの本」栗田佐穂子、「ふろしき大
研究」宮井株式会社ほか

今月の展示
秋の散歩
暑さが和らぎ、風景は色づき、食べ物
はおいしい……秋は外へと出かけたく
なる季節。ピクニックのようにのんび
り散歩してみたい。そんなマイペース
な散歩に誘ってくれる本を集めまし
た。

新着資料
「禿鷹狩り」縫坂剛、「象の墓場」花村萬
月、「ドライブイン蒲生」伊藤たかみ、

「日本沈没」小松左京、「北風の軍師た
ち上･下」中村彰彦

江戸崎図書室

休室9月25日〜10月2日
蔵書点検のため、9月25日（月）から
10月2日（月）まで休室します。ご不便
をおかけしますが、ご協力をお願いし
ます。

市立図書館

休館9月1日〜9月14日
蔵書点検のため、9月1日（金）〜9月
14日（木）まで休館します。ご不便を
おかけしますが、ご協力をお願いしま
す。
※新利根・桜川両図書室も蔵書点検の
ため、同じ日程で休室します。

子ども映画会
▽題名：「むかしばなし・かぐやひめ（ほ
か2話）」▽日時：9月16日（土）、17
日（日）午後2時〜（上映時間30分）▽申
込：当日、図書館カウンターへ申込む
▽定員70名

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や絵本を
読んでくれます。▽内容：「ぐりとぐら」

（大型絵本）、「おがわのおとをきいてい
ました」（絵本）ほか▽日時：9月24日

（日）午前10時30分〜

新着図書（図書館）
「夜をゆく飛行機」
角田光 代、「Lady,
go」桂望実、「静寂
の子」吉村志穂、

「見えない貌」夏
樹静子　※写真左
から

写真提供：竜ヶ崎リトルシニアチーム 写真提供：桜川ツインズ
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図1：涅槃像　伊佐部・照明院安置
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召
し
て
相
槌
し
と
や
か
に	

青
木
富
喜
代（
月
出
里
）

真
白
き
夏
手
袋
の
運
転
手	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

杉
木
立
七
堂
伽
藍
夏
の
風	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

雲
の
峰
夕
日
か
か
り
し
牛
久
沼	

岡
村
敏
子（
新
山
）

か
み
な
り
が
勝
手
に
荒
れ
て
去
り
に
け
り	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

空
瓶
の
ワ
イ
ン
の
ラ
ベ
ル
さ
く
ら
ん
ぼ	

篠
田
啓
子（
新
山
）

金
剛
の
杖
を
導
く
み
ち
を
し
へ	

溝
口
民
城（
高
田
）

万
緑
は
露
天
風
呂
ま
で
迫
り
た
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

茎
立
ち
て
離
れ
ば
な
れ
の
蓮
浮
葉	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

よ
う
よ
う
に
仕
事
に
も
慣
れ
新
サ
ン
マ	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

し
み
じ
み
と
日
差
し
恋
し
や
梅
雨
長
し	

塚
本
田
鶴
子（
古
渡
）

こ
ん
な
に
も
背
丈
伸
び
た
や
浴
衣
の
子	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

ま
た
少
し
背
の
つ
ま
り
た
る
簾
か
な	

松
田
雪
江（
須
賀
津
）

孫
訪
え
ば
テ
ル
テ
ル
坊
主
梅
雨
の
窓	

大
久
保
フ
ク（
古
渡
）

や
り
遂
げ
し
球
児
の
夏
の
雄
姿
あ
り	

松
田
敬
子（
岡
飯
出
）

夕
闇
に
く
ち
な
し
白
く
留
守
の
家	

飯
嶋
伊
津
子（
阿
波
）

注
連
張
っ
て
つ
な
ぐ
街
並
夏
祭
り	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

ア
ブ
ラ
ム
シ
白
茄
子
一
葉
休
み
な
く
が
つ
が
つ
嚙
め
ば
ひ
も
じ
い
頃
浮
か
ぶ	

内
田
雅
人（
椎
塚
）

姉
妹
ら
と
ボ
ン
ベ
離
せ
ぬ
兄
か
こ
み
幼
き
日
々
の
思
い
出
に
ひ
た
る	

上
村
喜
佐
子（
小
角
）

茜
雲
流
る
る
夕
べ
下
校
す
る
子
等
を
見
送
る
声
消
ゆ
る
ま
で	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

古
里
も
以
前
と
違
い
こ
の
頃
は
川
や
山
な
ど
少
く
な
り
ぬ	
鈴
木
栄（
大
宿
）

人
気
な
き
商
店
街
に
バ
ス
と
ま
り
煙
の
よ
う
に
老
い
ら
降
り
た
つ	
根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

つ
く
ば
道
凌の
う
ぜ
ん
か
ず
ら

霄
花
花
ざ
か
り
生
垣
の
庭
真
昼
明
る
し	

松
本
静
子（
西
町
）

幼
き
日
は
が
ゆ
く
思
い
育
て
し
娘こ

ど
こ
に
勇
気
が
三
児
の
母
に	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

カ
ッ
と
な
り
犯
し
た
こ
と
の
多
か
り
し
リ
セ
ッ
ト
ボ
タ
ン
を
探
し
て
い
る
の
か	

山
本
彰
治（
高
田
）

主
亡
き
狭
庭
に
白
き
沙
羅
の
花
梅
雨
の
晴
れ
間
に
輝
き
て
見
ゆ	

田
中
は
つ
み（
蒲
ケ
山
）

ピ
ン
ク
色
に
花
は
咲
け
ど
も
草
む
ら
に
人
目
を
し
の
ぶ
ね
ぢ
り
草
の
花	

海
老
原
菊
男（
上
根
本
）

細
長
き
潦
に
わ
た
ず
みに
陽
の
輝
け
ば
白
蝶
舞
き
て
影
お
と
し
ゆ
く	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

庭
芝
の
中
に
咲
き
た
る
ね
ぢ
り
草
ピ
ン
ク
の
螺ら

旋せ
ん

そ
よ
風
揺
る
る	

諸
岡
ひ
さ
し（
下
太
田
）

ド
レ
ミ
フ
ァ
ソ
大
き
く
あ
け
た
唇
に
夜
風
よ
軽
く
ふ
れ
て
流
れ
よ	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

曲
り
た
る
腰
に
重
た
き
か
ぼ
ち
ゃ
の
荷
作
柄
良
き
と
義あ

ね姉
は
く
れ
た
り	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

中
国
か
ら
の
引
き
揚
げ
体
験
切
切
と
君
の
講
演
静
ま
り
て
聞
く	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

六む
と
と
せ

十
年
の
昔
の
ご
と
く
師
の
生
家
か
の
さ
る
す
べ
り
紅
く
咲
き
つ
ぐ	

吉
原
き
の
ゑ（
浮
島
）

竹
と
ん
ぼ
宙
に
飛
ば
さ
ん
と
競
う
児
に
祖
父
母
参
観
つ
か
の
ま
に
終
う	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

雨
の
音
聞
き
つ
つ
帽
子
に
刺
繍
せ
り
緑
の
茎
に
五
つ
の
小
花	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

思
い
出
は
泉
の
ご
と
く
湧
き
出
で
て
ひ
と
り
微
笑
み
と
き
に
涙
す	

山
口
朋
子（
結
佐
）

雨
の
日
は
な
ん
に
も
せ
ず
に
い
ま
し
ょ
う
か
珈
琲
カ
ッ
プ
に
憂
さ
を
ゆ
ら
し
て	

根
本
邦
子（
押
砂
）

満
開
の
薔
薇
園
に
来
て
ひ
ま
ご
ら
と
憩
う
木
陰
に
花
の
香
は
満
つ	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

花
水
木
初
め
て
咲
け
る
紅
に
五
月
の
風
は
や
さ
し
く
遊
ぶ	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

青
田
よ
り
首
だ
け
出
し
て
白
鷺
は
初
夏
吹
く
風
に
あ
た
り
う
か
が
う	

平
山
栄
子（
八
筋
川
）

涅
槃
像
と
は

稲
敷
市
内
に
は
少
々
珍
し
い
仏

像
が
存
在
し
ま
す
。台
座
上
で

頭
を
右
手
に
乗
せ
体
を
伸
ば
し

て
横
た
わ
る
、伊
佐
部
・
照
し
ょ
う

明み
ょ
う

院い
ん

管
理
の
像（
図
１
）で
す
。

　

こ
の
横
た
わ
っ
て
い
る
仏
像
、

眠
っ
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。こ
れ
は
釈し
ゃ

迦か

涅ね

槃は
ん

像ぞ
う

と
い

い
、
お
釈
迦
様
の
お
亡
く
な
り

に
な
っ
た
姿
を
あ
ら
わ
し
た
像

で
す
。照
明
院
の
像
は
一
昨
年

度
、
県
の
未
指
定
有
形
文
化
財

調
査
の
際
に
確
認
さ
れ
、
調
査

に
あ
た
ら
れ
た
後
藤
道
雄
先
生

の
見
解
で
は
県
内
の
涅
槃
像
で

も
古
い
鎌
倉
時
代
の
作
と
い
い

ま
す
。こ
の
像
は
県
立
歴
史
館
、

市
立
歴
史
民
俗
資
料
館
で
公
開

さ
れ
、
現
在
は
市
指
定
文
化
財

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
市
内
に
は
同
調
査
で

見
出
さ
れ
た
涅
槃
像
が
あ
り
ま

す
。須
賀
津
の
釈
迦
堂
安
置
の

像
（
図
２
）
で
す
。時
代
は
下
が

り
江
戸
時
代
の
作
で
、
ほ
ぼ
等

身
大
の
大
き
さ
で
す
。

　

ま
た
、
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、「
寝ね

釈し
ゃ

迦か

」で

知
ら
れ
る
上
根
本
・
釈
迦
堂
の

涅
槃
像（
図
３
）は
県
指
定
の
文

化
財
で
、
江
戸
時
代
の
作
と
し

て
お
寺
に
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

上
根
本
で
は
こ
の
涅
槃
像
を
ま

つ
り
「
花
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ

る
こ
と
で
有
名
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
よ
う
な
涅
槃
像
は

彫
刻
の
場
合
、
お
釈
迦
様
単
独

で
安
置
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の

で
す
が
、
こ
れ
を
絵
画
で
見
て

み
る
と
お
釈
迦
様
と
そ
の
周
辺

の
様
子
が
大
変
よ
く
あ
ら
わ
さ

れ
て
い
ま
す
。

涅
槃
図（
絵
画
）の
紹
介

　

例
え
ば
、
江
戸
崎
・
根
宿
の

瑞
祥
院
が
所
蔵
す
る
涅
槃
図

（
図
４
）
は
、
中
央
に
お
釈
迦
様

の
横
た
わ
る
姿
が
配
さ
れ
、
そ

の
周
囲
に
は
お
釈
迦
様
が
亡
く

な
っ
た
こ
と
で
嘆
き
悲
し
む
お

弟
子
さ
ん
達
や
動
物
の
姿
が
描

か
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
周
り

の
木
（
沙さ

羅ら

双そ
う

樹じ
ゅ

）
は
茶
色
に
枯

れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

涅
槃
図
は
制
作
さ
れ
た
時
代

に
よ
っ
て
、
描
か
れ
る
人
物
や

動
物
等
は
異
な
り
ま
す
が
、
こ

の
涅
槃
図
は
比
較
的
新
し
い
江

戸
時
代
の
作
で
、
注
意
深
く
見

て
み
る
と
カ
ニ
や
ト
カ
ゲ
の
よ

ふ
る
さ
と
探
訪　
第
７
回

　
横
た
わ
る
仏
像

　
　
　
　
い
な
し
き
涅
槃
像
め
ぐ
り

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
山
本
裕
子

う
な
生
き
物（
図
５
）も
登
場
し

て
い
ま
す
。

　

涅
槃
図（
絵
画
）は
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
涅
槃
像
（
彫

刻
）
は
珍
し
く
県
内
で
も
そ
の

作
例
は
少
な
い
の
で
す
。そ
の

よ
う
な
仏
像
が
稲
敷
市
内
に
複

数
存
在
す
る
こ
と
は
大
変
意
義

の
あ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館
☎
０
２
９

９
︲
７
９
︲
３
２
１
１図4：涅槃図　江戸崎・瑞祥院所蔵

図2：涅槃像　須賀津・釈迦堂安置

図3：涅槃像　上根本・釈迦堂安置

図5：図4の部分



ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで。

編集後記　▽江戸崎の祇園祭を取材しました。初めて見る江戸崎の祇園祭。山車のぶん廻しの迫
力にビックリ！その迫力を表現しようと、「流し撮り」という動感を表現するための撮影方法にチ
ャレンジ。失敗作ばかりのなか、唯一思いどおりに撮れた写真を『G4出』に強くプッシュ。今月号
の表紙の写真となりました。いかがでしょうか。迫力伝わりました？（坂本）▽いなしき夏まつり。
花火の撮影がんばります。（G4出）
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桜川総合運動公園桜川総合運動公園

至 潮来・香取至 潮来・香取

至 潮来・香取至 潮来・香取
至 土浦至 土浦

柏木柏木

古渡小学校古渡小学校

いなしき青年の家いなしき青年の家

広域農道広域農道

国道125号国道125号

新古渡橋新古渡橋

行われています。練習している選手た
ちの姿を無料で見ることができますの
で、ぜひ一度運動公園に足を運んでみ
てはいかがでしょう。
●桜川総合運動公園tel.029-894-3600

総合スポーツ施設として、市内外の多
くのスポーツ団体から利用されている
のが桜川総合運動公園です。
　緑あふれる13.9ha の敷地内には、
両翼96ｍ、センター 120ｍの広さを
誇るナイター照明付の野球場のほか、
野球（２面）やソフトボール（２面）、サ
ッカー場（１面）、さらには200ｍトラ
ックなどに使用できる全面芝の多目的
な運動広場、全天候型オムニコートが
４面あるナイター照明付きのテニスコ

ート場、屋内スポーツが楽しめる体育
館、フィールドアスレチックをはじめ
とした遊具施設などが点在していま
す。
　茨城ゴールデンゴールズの本拠地と
なっている野球場は、昨年度からのバ
ックネットおよび木製ベンチシートの
改修工事が終わり、既存ベンチを含め
約1,100人が座れる内野席として生
まれ変わりました。
　ゴールデンゴールズの練習は公開で

ぶら〜り・稲敷　no.15　桜川総合運動公園


